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教職(Ｐｅ)

自然と人間とのかかわりを探る

　種々の労作体験を通して、自然との関わりや地域の人々の生活を考えるとともに、生活上必要な習慣や技能を
修得する。さらに、児童教育における労作体験の意義や効果を検討し、「生活科」の教科目標を具体例に基づい
て理解する。
　大自然を「探険」するのに必要な知識や手だてを獲得するには、文字や映像などを通して間接的に経験するだ
けではなく、自分自身の体や五感を駆使して直接体験することが重要である。「タネまきから、食べ、出し、後
始末するまで」「原料づくりから、製品を使い、処理するまで」など、一貫したプロセスを実際に体験すること
を通して、「生活科」の教科目標を理解し、実現する知識と技能の獲得をめざす。
「晴耕雨読」臨機応変、天候や植物の成長にあわせて授業内容を組み立てていく。

○講義（週２時間、１５週，計３０時間）　　　　○実習１（学内、計３０時間）　　
　01. はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　01. はじめに
　02. 労作教育　　　　　　　　　　　　　　　　　02. 野菜の栽培（春）
　03. 体験活動　　　　　　　　　　　　　　　　　03. 　　〃　　（夏）
　04. 生活科　　　　　　　　　　　　　　　　　　04. 　　〃　　（秋）
　05. 風土と作物Ａ　　　　　　　　　　　　　　　05. 　　〃　　（冬）
　06. 風土と作物Ｂ　　　　　　　　　　　　　　　06. 野菜の収穫
　07. 風土と作物Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　07. 野菜の加工
　08. 風土と作物Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　08. 野菜の調理
　09. 風土と作物Ｅ　　　　　　　　　　　　　　　09. 草花の栽培（春）
　10. 植物と光　　　　　　　　　　　　　　　　　10. 　　〃　　（夏）
　11. 植物と水　　　　　　　　　　　　　　　　　11. 　　〃　　（秋）
　12. 植物と空気　　　　　　　　　　　　　　　　12. 草花の利用（春）
　13. 植物の花、たね　  　     　　　　　　　　　　13. 　　〃　　（夏）　
　14. 植物の花葉、茎、根　　　　　　　　　　　　14. 　　〃　　（秋）
　15. まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　15. まとめ　

○実習２（学外、計３０時間）
　01. はじめに　　
　02-05．森林管理と木工作
　06-09．地域の生産活動体験（地域との連携）
   10-13．地域活動への参加　　
　14-15. まとめ

なし

授業への参加、小テスト、試験、レポート、課題研究などをもとに評価する。

児童教育専攻２年次生の必修科目。
＊クラス指定＊

http://www.icc.ac.jp/


